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SuperFish1による計算結果
f0 = 1300.6 MHz
Q0 = 24309.5
Rsh/Q = 242  (β=1)
Rsh/Q= 200 (β=0.863; 500 keV)

Qの低下を10%程度とすると、
Q0 = 21800
Rsh = 5.28 MΩ (β=1) (Vc

2/Pc)
Rsh = 4.36 MΩ (β=0.863)

ビームダクトφ38のカットオフ周波数
fc = 4.63 GHz

最大電場125.8kV に必要なパワーは
ビームなしの場合で、3.6 kW である。

検討中のバンチャー空洞 （形状は今後変更される）



チューナーの非対称性によるRF kick

チューナーによる非対称性によっ
て横方向にキックされる可能性



チューナーの非対称性によるRF kick

Panofsky-Wenzel の定理
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単位電荷の粒子に与え
られる運動量変化
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MAFIA を用いて 右辺の第２項を計算

Dissppated power: Pc0 = 6.67E-6 (W) で規格化されていた。
これを Pc = 3.0 kW の場合に規格化する。
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（例えば、G. Dome, AIP Conf. Proc. 153, p. 1312.)
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Ez の積分値の x 依存性
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β = 0.863
(500 keV)



Ez の積分値の x 依存性
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計算結果： チューナー
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( cp// = 872 keV, for T=500 keV)



コーネル大学の報告

V. Veshcherevich and S. belomestnykh, PAC03, p. 1198.

Vx/Vacc ≈ 2.3×10-4 /mm
(２台のチューナーの差 1mm）
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今の見積 チューナー
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Transverse kick は問題か？
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Δt=25 ps の時、1-cos(ωΔt/2) = 5.3×10-3

横方向キックは時間的にほぼ一様で、バンチの中央と頭部のキックの差
は、1.7×10-6 rad (tuner 4 mm の場合）

バンチャー
空洞の場合



まとめ

チューナーを片側に付けた場合のRF field 
による横方向キックを見積もった。

チューナーは両側に付けるつもりだが、カッ
プラーと真空引きポートによる非対称性をど
の程度補償するかの目安を付けるため。

Transverse kick の絶対値は 0.3 ～ 1 
mrad の程度である（wall loss 3 kWの場

合）。

ただし、バンチの前後のキックの差は、上記
に5×10-3 程度のファクターがかかる。


